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Abstract

The purpose was to find out factors related to the lolv level of sporr skills and methods
for improving them. The subjects for this study were 29 male college students who were
s€lected from gcneral students enrolled ir the College of General Educaton, University of
Tokyo through the direct intervicw and observation. To achieve the purpose a questionnaire
method and skill test were applied. In the skill test were included continuous votleying of
volleyball, zig-zag dribble oI soccer ball, continuous hitting of shuttlecock of badminton, and
four successive forward and backward rolls on mat. Followings were the results obtained in
this study.

1. Little relationship was found between the unskillfulness of the subjects and the degree
of skillfulness of their parcnts.

2. The low-skilled studeDts had little experience in sports, disliLed physical exercises, and
were not good at any sport in their childhood.

3. They especially showed lackings of skills in ball games and tumbling.
,1. The characteristics of the lo\r'-sLilled students seemed to lie in their forms of move-

merrt.
5. It might seem to be effective to teach them ball games so as to brcak ofi lheir

feelings of unskillfulness and disliking in sports and physical exercises.

は しめ に

体育実技授業において,運動のために必要な心

身の発達や機能に障害があるとは思われないもの

でも,いろいろな運動技能の劣る者,いわゆるヘ

たな者が日につく これらの者は運動の遂行の際

失敗をくり返すことが多く,動作の上でぎこちな

く,なめらかさに欠けるなど身体の合目的的なコ

ントロールに欠け,調整力 (CO‐Ordination)に 劣

る者といえよう。かれらは一般的にいっていわゆ

る運動嫌いなものが多く,体育実技の授業におい

て,運動の不得意なことに劣等感を抱き,ま すま

す運動から離れていくとい う傾向がみられる。は

げしい受験勉強を経てきたかれらにとって,体力

向上の最も必要な時期にますます運動から遠ざか

るとい うことは,現代社会における青年の体力向

上を考えるとき,大学体育指導上たとえわずかな

パーセンテージであっても,ゆ るがせにできない
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or TokyO)

79



80                    体育学紀要

重要な問題である かれらが運動やスポーツに,

意欲的にとりくむような姿勢をつ くるにはどのよ

うにしたらよいか,どのような体育指導がかれら

の積極的姿勢への契機になるか,こ のためわれわ

れはこれら運動技能低位者について,運動の機能

や能力の劣る要因の解明や改善の方法に対する研

究を通し,適切な指導方法の開発などを 意 図 し

て,体育実技授業の中に運動技能開発グループと

いう特別のクラスを設定した 本研究はこのクラ

スに所属する学生を対象とした研究の一 部 で あ

る

このクラスを受けるものは,1)入 学頭初の体

育実技のガイダンス時において,かれらの自己評

価によって, 自分はいわゆる運動がへたなものと

い う判断をくたしたものについて,2)担 当教官

が面談・観察の上クラスに入ることを許可された

もの,である したがってクラスの構成は,比較

的小人数制をとり,10人から20人の範囲にとどめ

るようにした

本研究は,ま す指導の手がか りとして,運動や

スポーツに対して現在の状態にいたった家庭や学

校での環境,運動やスポーツに対する考え方など

かれらをとりまくいくつかの問題についての分析

を行ない,生育歴,運動やスポーツに対するかれ

らの意識の程度を把握すること,つ ぎにスポーツ

スキルテス トによるスキルの特性を明らかにする

こと,を通して適切な指導方法などを見出そうと

するものである

ひとくちに運動技能低位者といっても客観的な

基準があるわけではなく,全体的に何の運動を行

なわせても「へた」で,し かもいわゆる「ぎこちな

いJ者,多 くの運動の中で特定の種 目のへたな者

などがいるが,こ こでは前者をとることにした.

現在の授業の実際的な内容は,基礎的な体力の

向上と各人の得意種 日の開発を目標とした基礎運

動としてのウェイ トトレーニング,サ ーキットト

レーニング,ラ ンニング,マ ット運動,ボ ール運

動, トランポ リンなど,お よび応用運動としての

卓球,バ ドミントン,テ ニスなどであ り,こ れら

について,10～ 20名 単位で可能なかぎり体育実技

履修の 2年間にわた り継続的に指導している.

いわゆる運動技能の低位者に対する研究につい

第10号

ては,こ れまで文献としてもそれはど多 くは な

く,小玉(の は小学校 5, 6年児を対象として形態

面では一般児と変らないが,運動・メポーツに対

する興味関心はうすいと報告し,古屋
“
)高 田(Ю )

らは小学校中学年頃までの体育活動とそれに関連

した意欲とが以後の運動上手,運動下手につなが

ってい くのではないかと指摘しており,下平 )゙は

大学生を対象として運動技能低位者は,日 常生活

において身体運動が少ないことを報告している

EugenaO),Frank(め,Canagher 61ら は運動技能

低位者は新しいスポーツスキルの習得や大筋運動

の学習が困難であろうと報告している

方   法

1 質問紙による調査

昭和47年 4月 から運動技能開発クラスを受講し

たクラスのうち29名 (以後運動技能低位者群)に

ついて,47年 6月 に家庭,健康,運動,ス ポーツ

歴などについて質問紙による調査を行なった

2 ^ポ ーツスキルテス ト

ー般によく行なわれているスポーンの中からバ

レーポール,サ ッカー,バスケットボール,パ ド

ミントン,マ ット運動を選び,上述の運動技能低

位者群29名 と対照のための一般群として同時期に

体育実技授業でサッカーおよびバスケットボール

を受講した83名 について,昭和47年 6月 に以下に

述べる方法でスキルテ
^卜

を行ない両群のスキル

の傾向を比較した

また運動技能低位者群は,スキルテス トの後テ

ス トの結果に対する自己評価を行なった

^キ
ルテ

^卜
の種 目

1)バ レーボール ;連続ボレーテス ト,壁から

lm離れ,床から高さ3m以上の壁面に対して連

続ボレーをくり返す 30秒 間にできた回数

2)サ ッカー ;壁パス,壁に向って 3m離れた

15m四 方の 中から連続して壁に向ってパスをく

り返し,連続してできた回数

3)バスヶットボール ;30秒 ショット,左右45

度方向から交互にシュー トを くり返し,30秒間に

シュー トおよびゴールした回数

4)バ ドミントン ;ラ ケットの表裏を交互に使

って上方に連続して打ち続け,連続してできた回
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数

5)マ ット運動 ; a)前 転連続 4回 b)後 転

ぞれ連続 4転回の所要時間,ただ連続 4回 それ

し転回終了時毎に直立姿勢をとる

3 練習過程について

から48年 2月 まで運動技能開発ク昭和47年 10月

       (ス ヶットボールラスの授業時間の中で練習した′

―の技能の習得過程をみた。対鎮および,サ ッヵ

運動技能開発クラスを受講した運は47年 4月 から

ボールのフリー中からパスケット動技能低位者の

プルについて 3-の ジグザグ ドリスロー,サ ッヵ

ル リンティング名 サッヵ―のポールつき,ボー

ある.について 3名で

結果と考察

1調 査

運動技能低位者の家庭環境,健康,運動歴など

について,質問紙による調査を行なった。

1)生育歴

と自分で考えて運動が非常に不得意だ苦手だ,

ような家庭環境て,かれらがどのいるものについ

ておくことは,とい うことを知っで育ってきたか ,

よりも大切なこ具体的な指導方針を立てる上で何

とである.           .兄

弟がどの程まずかれらの家庭についてみる

ると (兄弟数はるヽかについてみ度運動をやってヽ

回答 した ものもの 7人,二人と一人と回答 した :

4人以上二人),14人 , 3人と回答したもの 5人 ,

やる方 3,ふつ兄弟が二人以上の22人の うちよく

う10,あ まりやらない 8,無答 1であった よく

らないの 8と いやる方の 3は少ないが,あまりや

かったうのもそれはど大きな割合ではな,

両親の運動の得意の程度については,父親に関

ふつ う10,不得意 9,わからなしては,得意 5,       
Э順で 6, 8,い 5,で,また母親に関してはこ(

:ほぼ同様な傾向であった,両親9, 6,と 父親 2       
が, 1/3程度でのうちどちらかが不得意というの,

,て ,かれらが運動は苦手だと自あった. したが
`

認しているものであっても,その父親 もしくは母

:,そ うでないものもかれらの回親についてみると

       ものぼっているぎヽり半数以上に |答を通してみたカ

わけである。

個人の健康状態につぃては,小学校時代におい

て「弱い」と答えた者は 7であったが,中学,高
校ではそれぞれ 1で,ほ とんどがふつ うあるいは

丈夫と答え健康状態は良である者が多く,こ のよ

うな回答傾向は一般的なものであり, した が っ

て,かれらの運動技能と健康状態との関連はない

といえよう

運動やスポーッの好き嫌いについては,小学校,

中学校,高校,現在 とそれぞれ,好き 。好きでも

嫌いでもない 。嫌い,についてみた。好き,は小

学校から現在に8, 4, 7, 8,と 1/4程度の者

が示し,好きでも嫌いでもない,は 5,10,13,
15,と 徐々に増加し,嫌いは16,15, 9, 6,と
学年が上るにつれて少なくなっていく傾向を示し

た.こ の小学校時代に運動やスポーツが嫌いと回

答した者が多かったとぃ う傾向は,かれらが小学

校時代に運動下手であったことが推測できると同

時に,小学校時代の体育活動への参加の量 と意欲

が以後の運動の上手,下手に影響を及ぼす傾向
“
・

10・ 11)を示すものであ り,嫌いであれば運動への参

加の量 も意欲も少なかったであろ うし,現在の運

動下手を招 く一段階であったと考えられる.

実際に運動やスポーツをどの程度やるかについ

て,よ くやる方・ふつ う。あまりやらない,につ

いての回答傾向をみると,よ くやる方は小学校 1,

中学校 1,高校 2,と非常に少ない.ふつ うはこ

の順で 7, 7,13,あまりやらない方は21,21,

14,と やる方・ふつ う, と回答したものに比 して

圧倒的に多い割合を示してお り,運動やスポーツ

の好き嫌いと類似した傾向を示し,すなわち小学

校など低学年層においても,すでに運動参加など

の程度は非常に少なく,嫌いであまりやらなかっ

た者が多いということを示している.

次に,学校での体育の成績を小学校,中学校,

高校と各々 5を最良, 3をふつ うとして 5段階評

価をした結果は表-1に示すとお りである。すな

表-1 学校での体育の成績

5 4 3 2 1

借趾
1,,1 7L 1{  7^
| 7 i 18 \ 2

I I l5 3

0人

1

1
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わ ち小学校においては,全体の 1/4程が低い評価

を され,中学校・高校では 2以下が 3・ 4であ り,

これ らの値は全体が29人 とい うことを考えに入れ

て別の東京大学学生の調査結果 と比較 してみ ると

(高校時代に 5→ 1が82 226 201 6 0 合

計515人 )(ヒ
)ブ「 常に大 きな割合を占めてい ること

力`わか る

2)運 動の得意・不得意の自己評価について過

去の経験から各種運動の得意の程度について,自

己評価により5段階の評価を行なった結果は表―

2に示 した

走ることは不得意の割合も高いが,それほど極

端な傾向差はみられない

しかし球技の得意,不得意の自己評価において

は最も顕著にこの相違が表われ,運動技能低位者

群では29人 中23人 とい う8割弱のものが不得意側

に回答しているのに比して,一般群では表-3の

表-2 運動の得意の程度についての自己評価

1諄査宅撼
る

4得意な
方である

3ふ
う

2不得意
な方であ
る

1ま った
く不得青
である

走

|

短距離 1 1人

長距離 1 1

技  0

技 1 0

技 1

泳 1 1

球

巧

格

水

2人

7

1

2

1

2

11人

4

5

7

7

7

12人

9

15

12

12

10

3人

8

8

8

8

9

(注)青山昌二「身体運動に関する意識調査」東京大

学教養学部学生男子 515名

昭和47年 7月 調査による

第10号

ように不得意な側に回答した者は28%にすぎず ,

したがって,得意な側に自己評価したものの害1合

をみても,運動技能低位者群は,わずか 1人にす

ぎないのに一般群では41%も のものが得意側に自

己評価していた。したがって球技の得意,不得意

の自己評価による回答傾向にみる両群の相違は,

非常に大きいわけである.こ の両群の大きな相違

は,マ ットなどの巧技についての自己評価におい

てもはぼ似た傾向となって表われていた.すなわ

ち球技においての不得意は,運動技能低位者群に

入るかどうかの決め手となっているといっても過

言ではない。したがって運動技能低位者となるの

は,素質的なものに加えて,やは り各人のそれま

での運動やスポーツなどの経験をめぐる環境から

くるところも大きいといわなければならない.

そこでこれまでに経験 したスポーツとその程度

表-4 これまでに経験したスポーツとその程度

について

表-3 運動の得意の程度についての自己評価

52%1 18

43 1 217

113 1 301

47 1 118

1 6 1 169

30 3%1  13

27 0  1  16 9

2231 52

37 9  1  19 0

28 7  1  11 1

年』えlι亀奪1惚争:
1やっ
たこと
がない

,rL -0/\ 14,^

バ ス ケ ッ ト1 0

卓    球 14 19
テ  ニ  ス 10 17

+ , h -l | | 13

,rFi z I./l o I I
´`   ン   ド1  0  1  3

野    球 12 15
ソ   フ    ト1  1   1  9

ス  キ  ー l o 1 3

7.r-lt8

水    泳 1 3 112

柔   道 1 1 17

剣   道 1 1 12

陸   上 12 13

登    山 13 14

ボ ー リ ン グ 1 1 13

J tv "l 0 | 2

0人

0

6

13

1

9

17

5

4

19

9

1

5

15

3

13

15

24

15人

18

10

9

14

11

9

17

15

7

11

12

15

11

21

9

10

3
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についてみると表-4に示したごとく,水泳をの

ぞいて球技,格技などは,各種日とも半数以上が

あまりやらない,あ るいはやったことがないに回

答 してお り,運動の経験は少ないと思われ,運動
の得意の程度についての評価で不得意な方である

と回答した者が多かったことと関連している。

特によく普及している野球についてみてもわか

るように,29人中22人までが,あまりや らな い

か,も しくはやったことがないと回答している。

2 スポーッスキルテス ト

運動技能低位者のスキルの特性を 見出 す た め

に,一般群との比較をした。

テス トの成績は図 1～ 7に示した。

パレーボール,サ ッカー,パ ドミントンは,運動

技能低位者群,対照群とも類似した傾向を示した

しかしパスヶットボール,マ ット運動において運

動技能低位者群は,一般群に比して成功の回数 ,

所要時間などにおいて劣位な成績の傾 向 を 示 し

た

パスケットボールでは,ボールを扱いながら左

右への動き,ゴールヘ向ってのジャンプなど異な

った方向への動きと,空間での動作など複雑な動

きの組合せの結果生 じた差異であろう.

また,転回運動については,従来の研究にC5.D

みられるように,姿勢の変化に対して対応する平

衡能は,運動の経験,鍛錬の程度,技能の水準な

どと関係することを示したものであろう.スキル

テス トの傾向から,速い複雑な動き,姿勢の変化

を伴 う動きを不得手とする者が多いと考 え られ

た。 しかし全体的にみてテス トの成功の回数,所
要時間などで比較すると,両群にきわだった差異

はみられない, しかしフォームにおいていわゆる

「ぎこちない」者が多 くめだち, この面から評価

できるスキルテストによる解明が必要であること

を痛感した.

2)ス キルテス トの結果に対する自己評価

スキルテストを実施した後,結果に対する自己

評価を行なった。結果は表-5に示した。

各種日とも思ったとおりだったと回答したもの

が多く,全体的にみると2/3が思ったとおりある

いはよくやれたと評価した。しかしパ レーボ ー

ル,サ ッカー,パスケットボールは思ったより悪

ボ

サ

ン

3フに

2

1

2

3

2

6ノに

7

4

8

7

3

6フて

6

8

4

4

3

1

0

1

1人

2

かったと回答した者が比較的多く,逆にパ ドミン
トン,マ ット運動においては,思 ったょり悪かっ
たと回答した者が少なかった パレーボール,サ
ッカー,パスヶットボールにおいては,結果に対
して低い評価をしてぃたのに対し, パ ドミン ト
ン,マ ット運動においては高い評価をしていると
いえよう これはパ ドミントンは,前項の経験 し
たスポーツの程度についてに,示 されたょぅに,

経験の程度が低かったこと,マ ット運動はかれら
にとって不得意と評価されているなどから,低い

要求水準でテス トにのぞんだ結果ではないかと考
えられる.

3 練習過程について

運動技能低位者が実際に技能の練習を続けた場

合どの様な技能習得の傾向であるかを,パスヶッ

トボールのフリーメロー,サ ッヵ―の ドリブル,

ボールつき,ボ ール リフティン//について行なっ

′二.

1)パスケットボールのフリースローとサッカ

ーのジグザグ ドリブル

対象は Ku,WA,TAの 3名で WA力 :やや肥

り気味というほかは,ふつ うの体格の学生であっ

た

バスケットボールのフリースロー :20投の成功

数をみたもので,週 1度の頻度で 5週間の練習を

行なった Ku3-4,WA5-6,TA4-7と 記録的

には僅かな増加で,投げる動作は非常にぎこちな

く,不安定であった

サッカーのジグザグ ドリブル ;週 1度 10週間の

9ノヽ

8

11

表-5 スポーッスキルテス トの自己評価
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体育実技授業時における運動技能低位者の指導に関する一考察

練習で時間的にはKu18.4秒-14.9秒,WA22 0秒
-166秒 , TA17 5秒-145秒 と短縮した。 所見

としては WAが走るのが不得手であること,TA
がパランスのよい動きをしていたはかは,全体の

動きとしては急激に方向を変えながら進むという
ことはなく,ゆるやかな「 こわごわとした」動作
で方向を変えながら進んでいた.

2)ポ ールつきとポールソフティング

対象はMA,MI,NAの 3名であつうの体格の

学生であった 両種日とも週 1回の練習で10週間

続けた。

ボールつき:サ ッカーボールを足裏を使い連続

して床にはずませることができた回数
MA10~25回 M19-22回,NA24-49回 と最終

的には第 1回 日の倍程度 の成績 を示した.MA,
Mlは左右の足を使ったが NAは右足のみで行な

っていた

ボールリフティング;ボ ールを床に落さないよ

うに足で空中でけり続けることができた回数.

MA2-5回,M12-5回 ,NA4-7回と多少むつ

かしい課題であったと思われた。ポールをける足
は全員が右足のみで,ボ ールをけるために足を高
い位置に上げてしまい,そのためにポールがさら

に高く上ってしまうこと,姿勢が不安定になるこ

ととなり失敗につながっていた.全身的に緊張が

強く,かたいぎこちない動作であった。

ま と め

体育実技授業時に多くの者が意欲的に参カロして

いる中で,何をやっても運動の下手なものは,と
かく気おくれがして,なかなか授業に意欲的にと

り組めない。本研究はこうした運動下手で,授業

になかなかとり組めないような学生たちの運動技

能を開発させ,運動やスポーツに積極的な姿勢を

持たせるために,特別なクラスを設定して研究と

指導を行なっているなかで,質問紙の調査とスキ

ルテス トの結果を通して基礎的な資料を得ようと

したものである

以上述べてきたことを要約する.

1 自分は極めて運動下手であり,したがって

運動嫌いであると自覚している運動技能低位者群

について,両親の運動の得意・不得意の程度をみ

ると,子 どもの回答を通 してみたところ特に親子
の強い関連はみられなかった.すなわち,自分の

運動下手,運動嫌いは親ゆず りであると意識して
いる者が特に多いとい ぅゎけではなかった.

2. しかし,運動技能低位者群の生育歴をみる
と,小 さい時から運動が不得意のために運動にそ
れはど親しんでいないとい ぅことがわかる.幼少
年期のだれでも一度は親しんだことのある代表的
なスポーンである野球について,かれらはそれは

ど親しまなかったとい う回答が多い したがって

学校の体育の成績をみても, 5段階評価の場合 ,

体育では普通には 2以下とい ぅ成績のつく割合は

極めて少ないにもかかわらず,こ の群では29人中
7人 (小学校の場合)と比較的多いことが日につ

く。

3 スポーッのスキルの調査において運動技能
低位者群と一般群とを比較してみると,やは り成
績において運動技能低位者群が一般群より劣る傾
向であった. しかしこの調査を通して強 く感 じた
ことは,かれらのフォームがぃゎゅる「 ぎこちな
い」とい うことでぁる たとえば両群のマット連
続前転 4回後転 4回の所要時間の成績の比較を行
なっているわけであるが,こ の両群ではその「 フ

ォーム」の「なめらか一ざこちなさ」において大
きな相違を感した.運動技能低位者群の運動実施
中のフォームの「ぎこちなさ」を測定することが,

運動技能低位者の技能開発のための第一歩である
と考える.こ れがまた運動技能低位者群に所属す
るかどうかのスクーリングテス トともなりうるで

あろう

4 実際の体育実技授業の指導において,何か

1種 目の運動技能を高めることは,小学校時代か

らもっている運動やスポーッが嫌いであまりやら
ない,不得意など,運動やスポーツに対するマイ
ナス意識・劣等感の解消につながると考 え られ
る.特に運動技能低位者となる決め手ともいえる

球技の技能を高めることは,指導の上で有効なこ

とと考える.
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